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Ⅴ 国立公園の変遷

国
立
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国立公園は、戦前の原始性の高い山岳の大風景地や伝統的風景観に基づく名勝地の指定から最近の生
物多様性の高い照葉樹林等の指定まで、時代ごとのニーズに応じた指定が行われてきた。

2021年現在、34か所の国立公園が指定され、国土面積の約5.8%を占めている。
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1931 年
（昭和6年）

1957 年
（昭和32年）

1970 年
（昭和45年）

1990 年
（平成2年）

2002 年
（平成14年）

2009 年
（平成21年）

国立公園法
制定

自然公園法
制定

海中公園制度
創設

近年の
自然公園法改正①
・車馬乗り入れ規制
・動植物規制

・利用調整地区
・風景地保護協定等

・生物多様性の確保
・海域公園地区
・生態系維持回復事業

自然公園法改正②

自然公園法改正③
2007 年～
（平成19年～）

2016 年～
（平成28年～）

国立・国定公園
総点検事業

国立公園満喫
プロジェクト

1971 年
（昭和46年）

環境庁設置

国立公園指定と風景評価自然公園
制度

初の国立公園指定

瀬戸内海、雲仙、霧島、
大雪山、阿寒、日光、
中部山岳、阿蘇

十和田、富士箱根、吉野熊野、大山

1934 年
（昭和9年）

1936 年
（昭和11年）

1946 年
（昭和21年）

伊勢志摩
1949～50 年
（昭和24～25年）

支笏洞爺、上信越高原
秩父多摩、磐梯朝日

1962~64 年
（昭和37~39年）

白山、山陰海岸
南アルプス、知床

1972~1974 年
（昭和47~49年）

1987 年
（昭和62年）

釧路湿原

2014 年
（平成26年）

2016 年
（平成28年）

2017 年
（平成29年）

慶良間諸島

やんばる

奄美群島

慶良間諸島国立公園
（2014年）

雲仙天草国立公園
（1934年）

釧路湿原国立公園
（1987年）

伊勢志摩国立公園
（1946年）

中部山岳国立公園
（1934年）

尾瀬国立公園
（2007年）
日光国立公園から分離

2001 年
（平成13年）
環境省設置

1955 年
（昭和30年）

西海、陸中海岸

西表、小笠原
足摺宇和海
利尻礼文サロベツ
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